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【手続補正書】
【提出日】平成20年11月26日(2008.11.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１表示領域に、複数の走査線と複数のデータ線との交差に対応して設けられ、各々は
、前記走査線が選択されたときに前記データ線に供給されたデータ信号に応じた階調とな
る複数の第１画素と、
　第２表示領域に、複数の行選択線と、複数のビット線との交差に対応して設けられ、各
々は、１ビットを保持するメモリ回路を有し、前記メモリ回路に保持された１ビットの論
理レベルが一方である場合にオン表示となる一方、前記論理レベルが他方である場合にオ
フ表示となる複数の第２画素と、
　前記走査線および前記行選択線を選択するための走査線駆動回路であって、第１表示モ
ードである場合に、少なくとも前記複数の走査線を選択する一方、第２表示モードである
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場合に、前記複数の走査線を選択しない走査線駆動回路と、
　前記第１表示モードである場合、選択された走査線に対応する画素の階調に応じたデー
タ信号を、前記データ線に出力する一方、
　前記第２表示モードである場合、選択された行選択線に対応する画素のオン表示または
オフ表示を指定するデータ信号を、前記ビット線に対応するデータ線に出力するデータ線
駆動回路と、
　を具備することを特徴とする電気光学装置。
【請求項２】
　前記複数のビット線は、前記複数のデータ線の一部に対応して設けられることを特徴と
する請求項１に記載の電気光学装置。
【請求項３】
　前記複数のデータ線のうち一部に設けられるとともに、当該データ線に供給された論理
信号を前記複数のビット線の一部であって指定された列のビット線に供給するデコーダを
備えることを特徴とする請求項１に記載の電気光学装置。
【請求項４】
　前記データ線駆動回路は、
　選択された走査線に対応する画素の階調を指定するデータを、当該階調に応じた電圧に
変換するＤ／Ａ変換回路を備え、
　前記第２表示モードである場合に、前記Ｄ／Ａ変換回路による変換動作を停止させるこ
とを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の電気光学装置。
【請求項５】
　前記第２表示領域に光を照射する光源を更に有し、
　前記第２表示モードである場合に、前記光源による照射を停止させることを特徴とする
請求項１乃至３のいずれか１項に記載の電気光学装置。
【請求項６】
　前記第１画素は、前記走査線が選択されたときの論理レベルが一方または他方である場
合に、オンするスイッチング素子を有し、
　前記第２画素におけるメモリ回路は、前記行選択線が選択されたときの論理レベルが一
方または他方である場合に、前記ビット線に供給されたデータ信号の論理レベルを保持し
、
　前記走査線の論理レベルの一方と他方との差である論理振幅は、前記行選択線の論理レ
ベルの一方と他方との差である論理振幅よりも大きいことを特徴とする請求項１乃至３の
いずれか１項に記載の電気光学装置。
【請求項７】
　前記第２画素は、
　前記メモリ回路に保持された１ビットの論理レベルが一方である場合に、前記コモン信
号と同一論理のオフ信号を選択し、前記保持された１ビットの論理レベルが他方である場
合に、前記オフ信号と論理反転の関係にあるオン信号を選択する選択回路と、
　前記選択回路により選択されたオン信号またはオフ信号が印加される画素電極と、を備
え、当該画素電極は、前記オフ信号と同一論理のコモン信号が印加されるコモン電極と対
向することを特徴とする請求項６に記載の電気光学装置。
【請求項８】
　前記コモン信号、前記オン信号および前記オフ信号は、前記行選択線の論理振幅と同一
の低振幅幅であることを特徴とする請求項７に記載の電気光学装置。
【請求項９】
　前記走査線駆動回路は、前記第２表示モードである場合に、前記メモリ回路に保持され
た１ビットのデータを書き換える第２画素に対応する行選択線を選択する、ことを特徴と
する請求項１乃至３のいずれか１項に記載の電気光学装置。
【請求項１０】
　前記複数のデータ線は、２以上の所定列数毎にブロック化され、各ブロックに属する１
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列のデータ線に、前記ビット線が１列対応し、
　前記データ線駆動回路は、
　前記第１表示モードにおいて、前記各ブロックに属する所定列数のデータ線を、順次選
択する一方、前記第２表示モードにおいて、前記各ブロックに属する所定列数のデータ線
のうち、前記ビット線に対応するデータ線を選択するデマルチプレクサを備える、ことを
特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の電気光学装置。
【請求項１１】
　請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の電気光学装置を備えることを特徴とする電子
機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　上記課題を解決するために本発明に係る電気光学装置は、第１表示領域に、複数の走査
線と複数のデータ線との交差に対応して設けられ、各々は、前記走査線が選択されたとき
に前記データ線に供給されたデータ信号に応じた階調となる複数の第１画素と、第２表示
領域に、複数の行選択線と、複数のビット線との交差に対応して設けられ、各々は、１ビ
ットを保持するメモリ回路を有し、前記メモリ回路に保持された１ビットの論理レベルが
一方である場合にオン表示となる一方、前記論理レベルが他方である場合にオフ表示とな
る複数の第２画素と、前記走査線および前記行選択線を選択するための走査線駆動回路で
あって、第１表示モードである場合に、少なくとも前記複数の走査線を選択する一方、第
２表示モードである場合に、前記複数の走査線を選択しない走査線駆動回路と、前記第１
表示モードである場合、選択された走査線に対応する画素の階調に応じたデータ信号を、
前記データ線に出力する一方、前記第２表示モードである場合、選択された行選択線に対
応する画素のオン表示またはオフ表示を指定するデータ信号を、前記ビット線に対応する
データ線に出力するデータ線駆動回路と、を具備することを特徴とする。本発明によれば
、第１表示モードとした場合には第１表示領域において高解像度な表示が可能となる一方
、第２表示モードとした場合には少なくとも第２表示領域を用いた表示によって消費電力
を抑えることが可能となる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明において、前記複数のビット線は、前記複数のデータ線の一部に対応して設けら
れる構成としてもよい。
　本発明において、前記複数のデータ線のうち、一部に設けられるとともに、当該データ
線に供給された論理信号を前記複数のビット線の一部であって指定された列のビット線に
供給するデコーダを備える構成としてもよい。
　本発明において、前記データ線駆動回路は、選択された走査線に対応する画素の階調を
指定するデータを、当該階調に応じた電圧に変換するＤ／Ａ変換回路を備え、前記第２表
示モードである場合に、前記Ｄ／Ａ変換回路による変換動作を停止させる構成としても良
い。
　本発明において、前記第２表示領域に光を照射する光源を有し、前記第２表示モードで
ある場合に、前記光源による照射を停止させる構成としても良い。
　また、本発明において、前記第１画素は、前記走査線が選択されたときの論理レベルが
一方または他方である場合に、オンするスイッチング素子を有し、前記第２画素における
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メモリ回路は、前記行選択線が選択されたときの論理レベルが一方または他方である場合
に、前記ビット線に供給されたデータ信号の論理レベルを保持し、前記走査線の論理レベ
ルの一方と他方との差である論理振幅は、前記行選択線の論理レベルの一方と他方との差
である論理振幅よりも大きい構成が好ましい。
　この構成において、前記第２画素は、前記メモリ回路に保持された１ビットの論理レベ
ルが一方である場合に、前記コモン信号と同一論理のオフ信号を選択し、前記保持された
１ビットの論理レベルが他方である場合に、前記オフ信号と論理反転の関係にあるオン信
号を選択する選択回路と、前記選択回路により選択されたオン信号またはオフ信号が印加
される画素電極と、を備え、当該画素電極は、前記オフ信号と同一論理のコモン信号が印
加されるコモン電極と対向しても良い。さらに、前記コモン信号、前記オン信号および前
記オフ信号は、前記行選択線の論理振幅と同一の低振幅幅である構成が望ましい。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　　なお、本発明は、電気光学装置のみならず、当該電気光学装置を有する電子機器とし
ても概念することが可能である。
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